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鱸震繼弓与iiill w瀦蝉、鼬｡腕ZＪ ｒ，： ▼暖房の節減について本館では、全館温水暖房を行なっておりますが、石油不足のため竜一油の確保が困難な状勢となってきました。このため、そのつなぎとして石油ストーブで暖一房することになりますが、これまでどおりの室温はとても期待できそうにありません。したがって利用者の皆さんには、お寒い思いをさせることになるかも知れませんがよろしくご協力ください。（庶務係）▼節電について１石油不足に加え、電力もピンチとなりつつ⑫あり節約が叫ばれているおりから、本館でも積極的に協力するために、十二月一日から館内の室内照明を現状の三分の一程度消灯することになりました。廊下、便所、事務室、書庫等は勿論ですが閲覧室についても窓際の照明を中心として一部消灯しております。溌騨胤糺鵬鰍脚辮繩鮒鵬雛辮鯲鰍鵬柵鱸鶴溌鮴鮒鵬駆鮒聯 盤大阪の古書店松雲堂（当時、大阪からの流通は、敦賀まで陸路、敦賀から金石に海上輸送された）廷一寛文十二年版の後刷注一一一書物の整理番号であろう（Ｆ・Ｎ） 3） このため、利用者の皆さんには大変ご迷惑をおかけすることになりますがよろしくご協力ください。（庶務係）▼冬休み中の窓ロ業務について（本館）※十二月二十五日より一月四日まで休館。※時間延長は十二月一一十日まで。．※帰省等のための長期貸出の申込受付は十二月十五日から十一一月二十四日まで。なお、長期貸出図書は一月十四日までに必ず返却して下さい。（閲覧係）▼「工学部所蔵学術羅鮭鼬目録」発行工学部所蔵鑓術雄誌目録（冊子休叩）は、昭和四五年二月に初版が発行され、その後昭和四六年八月に追補版を出しましたが、最近の所蔵雑誌タイトル数の著増および所蔵巻号の変更などで内容が古くなり、このたび昭和四八年一二月一日現在調査により改訂第二版を作成することになりました。発行予定は明年一一月です。収録雑誌の種類数は一九六二。印刷部数は三○〔）。所一豊貝は、Ｂ５約一（〕Ｕ頁の見当となります。（工学部分館）■■ 十一月の来館者七日一橋大学名誉教授田上穣治氏京都大第二教授田畑茂二郎氏文部省大学学術局大学課中村好一氏十五日国立国会図書館参考書誌部主査朝倉治彦氏横浜国立大学附属図書戸館経済図書係長吉岡磐彦氏一工上ハ日京都大学附属図書館洋書目録掛木村祥子氏訂正とお詫び本誌第一一二号一一ページ寛文八年の林家の曝書」の記事甲一段六行目「国史館目録‐とあるのを「国史館日録←に、二段十八行目雪日」とあるのを「翌日」に、二十五鮴緋蝋鵬雛鰄蝋鮴聯鰔聯鱗鵬鰄雛聯
